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南部病院の
理念

Na n bu -Ma i l

良質な地域医療・救急医療による地域への貢献を目指しています

社会福祉法人　済生会横浜市南部病院恩賜
財団

私たちは、医療の質の向上をめざし、常に努力します
私たちは、患者さんの人格、意志を尊重します
私たちは、地域の要望に対応した医療・保健・福祉サービスの充実を図ります
私たちは、互いに信頼し、感謝する心で働きます

南部病院の
基本方針

良質な地域医療、救急医療による地域への貢献
他の医療機関との密接な連携と、患者さん中心の医療の実践
医療・保健・福祉サービスの総合的な提供
地域医療関係者及び職員の相互研鑚
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昨年9月6日、神奈川県立地球市民かながわプラザで開催された
市民公開講座の講演内容を抜粋してご紹介いたします。
今回は講演1で上田整形外科部長が「加齢に伴う“せぼね”の病気」を
テーマに自分の検査画像の見方、66歳患者さんの症例、
せぼねの病気を予防するヒントなどについて講演しました。
講演2では水谷整形外科部長が「いろいろある“足の痛み”」と題して
足底腱膜炎、外反母趾などについて、症例写真を見ながら解説しました。

特集 1
……………………………

誌上
市民公開

講座

南部病院は職員一丸となって、
地域医療に大きく貢献する年に

社会福祉法人恩賜
財団済生会横浜市南部病院 　

院長　今田 敏夫　
　新年明けましておめでとうございます。
　今年は未年です。羊が群れをなし統制のとれた行動
をするように、南部病院職員も一丸となって、地域医
療に大きく貢献する年にしてまいります。
　当院の理念である良質な医療の提供に関しては、
病院機能評価を受審し、昨年５月に新たな認定を受

け、患者さんのニーズに対応し質の高い医療を提供できる病院として客観的評価を得まし
た。また、昨年４月には横浜市産科拠点病院に指定され、今年からNICU（新生児集中
治療室）６床を新たに開設し、今まで以上に安定した出産機会の提供や周産期救急患者
の受け入れ体制の充実を図っております。横浜市地域中核病院として二次救急や小児救
急などの救急体制の強化、更に神奈川県災害拠点病院、がん診療連携指定病院として
の役割も果たしてまいります。
　このような医療を円滑に行うには、人材の確保と育成が重要ですが、人材確保に力を
注いできた結果、現在常勤医師数は152 人 ( 研修医 20 人を含む )、看護師は昨年に続
き今年度も100 人近くの採用を予定し、他のメディカルスタッフの増員も加わり、十分な診
療体制が出来上がりつつあります。人材育成の面では「チーム医療総合教育センター」に
て研修教育プログラムを充実させ、さらに優秀な人材を育てていきたいと思います。
　さて、南部病院は開院から30 年以上が経過し、施設の狭隘化や老朽化も目立ってきた
ことから、外来診療ブースや生理機能検査室、内視鏡室の改修を行い、
プライバシーにも配慮して患者さんが安心して診療を受けられる体制を整
えました。今年度も手術室増床や横浜市保健医療プランに沿った再整
備の検討も進めていきます。
　国は、2025 年問題に対応するために医療機能分化および医療と
介護の連携強化を推進する政策をとっています。その一環として
病床機能報告制度も始まり、南部病院はこれに適切に対応し地
域の皆様に高度な医療を提供する急性期病院として、回復期
や慢性期を担う病院や介護施設との円滑な連携を図ることに
一層努力してまいります。
　また、社会福祉法人である済生会の一員として無料低額
診療やなでしこプランの推進など生活困窮者支援事業にも
力を注ぎ、地域の皆様へ貢献したいと思っています。
　本年も皆様方の変わらぬご支援・ご指導をよろしくお
願い申し上げます。

健やかな
生活を
送るために
～整形外科医からのお話し～

　

我
が
国
の
2
0
1
3
年
の
平
均
寿
命

は
男
性
80
・
2
歳
、
女
性
86
・
6
歳
で
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
平
均
寿
命
が
か
く

も
伸
び
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す

が
、
介
護
を
受
け
ず
に
自
立
し
た
日
常
生

活
を
送
れ
る
期
間
を
示
す
「
健
康
寿
命
」

が
重
要
で
す
。
2
0
1
3
年
の
健
康
寿

命
は
、
男
性
71
・
2
歳
、
女
性
74
・
2
歳

で
し
た
。
加
齢
に
と
も
な
う
せ
ぼ
ね
の
病

気
で
も
、
健
康
寿
命
が
損
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
厚
労
省
の
調
査
で
は
、
男
女
と
も
腰

痛
、
肩
こ
り
と
い
っ
た
せ
ぼ
ね
由
来
と
思

わ
れ
る
症
状
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

【
図
①
】。

　

も
し
も
ご
自
身
の
検
査
画
像
を
お
持

ち
な
ら
ば
、
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
脊
椎
の

画
像
は
、
Ａ（
配
列
）Ｂ（
骨
）Ｃ（
軟
骨
）の

順
で
観
察
し
ま
す
【
図
②
】。
正
常
な
脊

椎
の
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
（
配
列
）
は
、
頸

椎
で
前
弯
、
胸
椎
で
後
弯
、
腰
椎
で
前

弯
と
二
つ
の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
を
連
ね
た
形
で

す
。
そ
の
二
つ
の
弯
曲
が
ば
ね
の
よ
う
に

働
い
て
、
頭
、
体
を
支
え
て
い
る
の
で
す

【
図
③
】。
Ａ
：
弯
曲
が
保
た
れ
て
い
る

か
、
ず
れ
が
無
い
か
ど
う
か
な
ど
を
チ
ェッ

ク
し
ま
す
。
Ｂ
：
骨
は
明
瞭
に
見
え
る
か
、

形
が
変
わ
っ
て
い
な
い
か
な
ど
を
チ
ェッ
ク

し
ま
す
。
Ｃ
：
軟
骨
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
は

写
ら
な
い
の
で
す
が
、骨
と
骨
の
隙
間
（
椎

間
板
）
が
詰
ま
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
で

チ
ェッ
ク
で
き
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
も
同
様
に

Ａ
Ｂ
Ｃ
を
チ
ェッ
ク
し
て
、
さ
ら
に
脊
柱
管

（
神
経
の
通
り
道
）
を
観
察
し
ま
す
。
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【特集1】　整形外科医のお話し

　
整
形
外
科
と
い
っ
て
も
専
門
が
分
か
れ

ま
す
。
私
の
い
う『
足
』と
い
う
の
は
足
部・

足
関
節
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

　
足
部
・
足
関
節
の
主
な
疾
患
は
年
齢
に

伴
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
疾
患
が
生
じ
ま
す
が
、

今
回
は
そ
れ
ら
の
中
か
ら
特
に
多
く
の
方

が
悩
ま
れ
る
「
外
反
母
趾
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

外
反
母
趾
と
は
、
一口
で
い
え
ば
足
の

母
趾
が
外
側
に
曲
が
る
病
態
で
す
。

足
部
全
体
と
し
て
縦
ア
ー
チ
・
横
ア
ー
チ

の
低
下
を
伴
う
扁
平
足
【
図
①
】
を
合
併

し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の

た
め
、
靴
が
あ
た
る
部
分
や
体
重
が
か
か

る
部
分
に
痛
み
が
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
原
因
の一つ
に
先
端
が
細
い
靴
、
ヒ
ー

ル
が
高
い
靴
が
よ
く
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

靴
を
は
い
た
状
態
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
っ

た
も
の
が
【
図
②
】
で
す
が
、
母
趾
が
外

側
に
曲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
状
態
が
毎
日
、
長
時
間
つ
づ

け
ば
、
筋
肉
や
関
節
包
・
靭
帯
な
ど
の
伸

縮
力
が
悪
く
な
り
、
関
節
の
硬
さ
（
拘
縮
）

が
生
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
る

と
靴
を
は
か
な
い
時
で
も
母
趾
が
外
側
に

曲
が
っ
た
状
態
に
な
り
、
外
反
母
趾
の
完

成
で
す
。

　
外
反
母
趾
の
予
防
・
保
存
療
法
は
靴
・

生
活
の
指
導
【
図
③
】、
運
動
、
装
具
の

3
つ
あ
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
手
術
の
方
法
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
骨
切
り
し
た

部
分
を
強
固
に
固
定
し
な
い
方
法
も
あ
り

ま
す
。【
図
⑤
】
の
よ
う
に
母
趾
の
骨
を

切
っ
て
外
側
に
ず
ら
し
、
つっ
か
え
棒
が
わ

り
に
金
属
の
鋼
線
を
入
れ
ま
す
。
形
と
し

て
前
足
部
の
幅
を
少
し
だ
け
狭
め
、
母
趾

を
内
側
と
外
側
に
曲
げ
る
腱
の
バ
ラ
ン
ス

を
良
く
し
ま
す
。【
図
④⇒

⑤⇒

⑥
】

　
毎
日
、
足
の
ケ
ア
を
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
一日
、
靴
を
履
い
て
歩
い
た
後
は
、

【
図
⑦
〜
⑩
】
の
よ
う
な
足
趾
の
運
動
を

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆母趾のつけねの関節
の外反位での拘縮の予
防と除去【図⑦、⑧】
◆母趾外転筋の筋力強化

【図⑨ 、⑩】です。毎日
続けるのは難しいのです
が、靴を長い時間はい
た後に行うように習慣が
つけば、効果的です。

　
【
図
④
】
は
、
正
常
な
腰
椎
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
で
す
。
Ａ
：
正
面
か
ら
見
て
側
弯
は

無
く
、
側
面
で
は
正
常
な
前
弯
が
形
成
さ

れ
て
お
り
、
椎
骨
の
ず
れ
（
す
べ
り
）
も

あ
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
：
骨
の一つ一つ
の
輪
郭

が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
骨
の
中
に
異
常

な
陰
影
も
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
。
四
角
い
椎

骨
の
間
の
隙
間
が
等
間
隔
に
あ
り
、
軟
骨

の
形
状
も
問
題
な
さ
そ
う
で
す
。【
図
⑤
】

は
、
正
常
な
腰

椎
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で

す
。
同
様
に
Ａ

Ｂ
Ｃ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
後
、
脊

柱
管
（
神
経
の

通
り
道
）
を
見

て
み
ま
す
。
背

骨
の
後
ろ
に
あ

る
白
い
管
が
脊

柱
管
で
す
。
圧

迫
さ
れ
て
細
く

な
っ
て
い
る
よ

う
な
所
は
あ
り

ま
せ
ん
。
病
院
で
受
け
た
ご
自
身
の
画
像

を
プ
リ
ン
ト
し
て
も
ら
う
、
カ
メ
ラ
で
撮

影
す
る
な
ど
し
て
、
こ
の
正
常
像
と
比
較

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
自
身
の
病
状
が

理
解
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
【
図
⑥
】
は
66
歳
の
患
者
さ
ん
で
す
。

Ａ
：
前
弯
が
消
失
し
て
、
椎
骨
が
前
後

左
右
に
ず
れ
て
い
る
。
Ｂ
：
骨
の一つ一つ

に
は
問
題
は
無
い
。
Ｃ
：
軟
骨
が
す
り

減
っ
て
隙
間
が
無
く
な
り
、
脊
柱
管
の
方

に
出
っ
張
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ

で
脊
柱
管
が
何
ヵ
所
も
く
び
れ
て
い
る（
狭

窄
）
が
わ
か
り
ま
す
。【
図
⑦
】
の
よ
う

に
、
除
圧
固
定
術
を
行
い
ま
し
た
。
脊
柱

管
が
拡
大
し
て
側
弯
は
矯
正
さ
れ
ま
し
た

が
、
前
弯
の
形
成
は
不
十
分
で
し
た
。

　

ど
ん
な
病
気
で
も
予
防
が
一
番
で
す
。

そ
れ
は
せ
ぼ
ね
の
病
気
で
も
同
じ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。【
図
⑧
】
は
、
日
本
抗
加
齢

医
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
加
齢
に
よ
る

せ
ぼ
ね
の
病
気
を
予
防
す
る
ヒ
ン
ト
に
も

な
り
ま
す
。
血
管
、
骨
、
筋
肉
の
加
齢
を

防
ぐ
こ
と
で
、
せ
ぼ
ね
の
病
気
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
食
事
に
注

意
し
て
高
血
糖
を
防
ぐ
こ
と
、
禁
煙
す
る

こ
と
、
適
度
な
運
動
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

の
3
点
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

8

老化度の判定　それぞれの機能を評価年齢として出します →実年齢と比較して老化度を認識します。
● 実年齢　バランスの取れた五角形　● 機能年齢　バランスはどうか？

老化度結果
名前：抗加齢花子
性別：女
年齢：59歳

筋肉年齢：58歳
血管年齢：69歳
神経年齢：60歳
ホルモン年齢：70歳
骨年齢：73歳

予
防
・
保
存
療
法
は

手
術
療
法
は

7

4

5

8

9

10  

6

5

21

2

3

7

6

4

3
正
常
な
腰
椎
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

外
反
母
趾
に
つ
い
て

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
の

症
例
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

せ
ぼ
ね
の
病
気
を

予
防
す
る
ヒ
ン
ト

整形外科部長
水谷 憲生

い
ろ
い
ろ
あ
る

“
足
の
痛
み
”

～
外
反
母
趾
に
つ
い
て
～

2

原
因
は

最
後
に

運動ワンポイント
アドバイス
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【特集2】　南部病院のがん治療の取り組み

済生会横浜市南部病院は、
2013年4月に

「神奈川県がん診療連携指定
病院」に指定されました。
それにともない医療の情報
共有と高度医療の提供、
がん診療体制の充実および
地域との連携活動を推進する
ことを目的に、「がん診療支援
センター」を設置しました。
　今回は「がん診療支援
センター※」が発足してから
現在までの、南部病院の
がん治療の現状や各部門の
取り組みなどを報告します。

※南部病院ホームページ⇒
「がん診療支援センター」を

ご覧ください。

……………………

特集 2
……………………  

南
部
病
院

が
ん
治
療
の

 
取
り
組
み

１ 当院の５大がん手術件数の推移
　当院では過去７年間のがん診療のうち、大腸がんの患者さんが全体の１／４
と最も多く、次いで胃がん、前立腺がんと続いています。
　５大がんにおける治療件数のうち、大腸がん、胃がんについては次のグラ
フの通りです。また、2013 年は乳がん（手術 62 件、化学療法 53 件、放
射線療法 25 件）、肺がん（胸腔鏡手術 44 件、化学療法 39 件、放射線療
法 6 件）、肝臓がん（手術 4 件、＊RFA31 件、＊TACE62 件）となって
います。＊P7-4 に用語説明　
　最近では、開腹手術から腹腔鏡手術、内視鏡治療が増え、低侵襲な治療
に努めています。
詳しくは当院外科、消化器内科（各検査の紹介⇒消化管について）のホー
ムページをご覧ください。

２ 南部病院がん登録について
　当院は、２００７年１月から院内がん登録を行っています。
院内がん登録とは、当院でがんと診断・治療を行ったすべての患者さんの「が
ん」についての情報を登録して、当院のがん治療がどのように行われてい
るのかを明らかにする調査です。患者さんの受診状況の把握やがん診療の
評価をすることで、がん診療の質の向上に役立てています。

３ 地域連携クリニカル
　　パスの運用を開始
　当院では 2012 年 3 月から胃がん、大腸
がんの地域連携クリニカルパスの運用
を開始しています。
　当院の地域医療連携クリニカルパスは、手術を担当した専
門病院と総合的診療を行うかかりつけ医、そして患者さんが、
それぞれ情報を記載する手帳を用いて運用しています。この
手帳を使用することによりスムーズな連携を取ることができ、
安心して診察を受けられるようになります。
　現在では、乳がん、肺がん、肝がんの他、2014 年 7 月から前
立腺がんの運用を開始し、10 月には在宅緩和ケア連携パスの
運用について連携医療機関の方々と連絡会を開催しました。
　その他、口腔ケア連携クリニカルパスを使用して、手術前や
化学療法前に歯科医療機関と連携を取り、合併症の軽減に取り
組んでいます。
　今後も疾患の拡大や運用方法の改善を連携医療機関の先
生方と相談しながら行っていきたいと考えています。

４ 当院の５大がん治療実施状況

5
大
が
ん

治療実施状況（●：実施可能  ×：実施不可能  ー：手術適応外）
手術 ＊

RFA/
PEIT/
TACE

化学
療法

放射線
療法

緩和
ケア

開胸／
開腹
手術

胸腔鏡
下手術

腹腔鏡
下手術

内視鏡
下手術

肺がん ● ● ー ー ー ● ● ●

胃がん ● ー ● ● ー ● ● ●

大腸がん ● ー ● ● ー ● ● ●

肝がん ● ー ● ー ● ● ● ●

乳がん ● ー ー × × ● ● ●

＊RFA（ラジオ波焼灼療法）…
　マイクロ波よりも周波数の低いラジオ波を用いた焼灼療法
＊PEIT（経皮的エタノール注入療法）…
　超音波ガイド下で、100％エタノールを腫瘍内に注入する方法
＊TACE（肝動脈化学塞栓療法）…
　腫瘍を栄養する肝動脈内に塞栓物質を注入し、腫瘍を阻血
　壊死に陥らせる方法（TAE）の後、肝動脈塞栓を行う方法

５ 研修体制の充実
　南部病院では、近隣の医療機関の医師・看護師・薬剤師を対
象とした早期診断、副作用対応を含めた放射線療法・化学療法
の推進および緩和ケアに関する研修会を実施しています。
　2014 年は、緩和ケア研究
会（４回）、がん診療連携研
修会（３回）、ＰＥＡＣＥ研修会、
公開カンファレンス、乳がん
治療研究会（各１回） を開
催しました。2015 年も研修
会を開催する予定です。

６ 緩和ケアスクリーニング
　緩和ケアチームでは、がん患者さんの苦痛のスクリーニン
グを診断時から外来および病棟で行うことにより、早期から
緩和ケアを導入し、患者さんの療養生活を支援していくこと
を目標にしています。そこで、当院では 2014 年 5 月より、
がんと診断された時から身体的苦痛や精神心理的苦痛、社会
的苦痛等のスクリーニングを行っています。
　2014 年5月から10月末までの緩和ケアスクリーニングは、
スクリーニングシートを 255 名の患者さんに配布し、168 枚
を回収しました。回収された内容の内訳は、面談要が８４件、
不要が８８件でした。面談については、がん看護専門看護師、
薬剤師、＊MSW が継続的に支援しています。

＊MSW：医療ソーシャルワーカー

７ 「がん相談支援室」
　南部病院では、がんの診断を受けた患者さんやそのご家族
を全面的にサポートする体制を整えています。がんに関する
様々なご相談に専門のスタッフが対応しています。　　　　
また、「がん情報コーナー」も設置しています。聞いてみた
いこと、お困りのことがありましたら、どうぞご相談ください。

◆月～金（９時～１７時）※年末年始、祝日除く

◆０４５－８３２－１１１１（代）「がん相談支援室」とお伝えください。

８ 「がん体験者によるピアサポート」
　　～がん体験者に個別に相談したい！～

　がん体験者（ピアサポーター）が、不安や心配を抱えた
がん患者さんを支援しています。患者さんご本人やご家族で
あればどなたでも相談できます。（2014年 4 月から 10 月ま
で 54 人の相談がありました。）

◆月・金（11時～16時）※年末年始、祝日除く

◆南部病院ＭＲ棟１階
◆０４５-８３２-１１１１（代）看護相談室（嶋中）

９ 「ももの会」
　 ～他のがん患者さん達と交流したい！～

　がん患者さんやご家族が自由に語り合い、交流を深める場
所です。お気軽にお越しください。年間１００名ほどの患者さ
んやその家族の方々が参加しています。（2014年 4 月から
10 月まで 50人の参加がありました。）　

◆毎月第1木曜日（１４時～１６時）
※第1木曜日が祝日の場合は第2木曜日

◆南部病院ＭＲ棟１階会議室
◆０４５-８３２-１１１１（代）嶋中、隅田

↑地域連携
クリニカルパス手帳

がん診療連携研修会
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１
南
部
病
院
の
安
全
管
理
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
病
院
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、

全
職
員
が
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
っ
て
事

故
防
止
体
制
の
強
化
と
医
療
安
全
対
策

を
推
し
進
め
、
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
安

全
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
医
療
安
全
管

理
体
制
は
、
副
院
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
危

機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
統
括
さ
れ
る
、
左
図

の
4
つ
の
部
門
の
一つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
務
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
医
療
安
全
管
理
室
で
す
。

　
医
療
安
全
管
理
室
に
は
専
従
看
護
師
・

事
務
員
の
他
、
兼
任
の
医
師
・
薬
剤
師
・
臨

床
工
学
技
士
が
所
属
し
て
お
り
、
医
療
安

全
の
た
め
の
手
順
が
院
内
各
部
署
に
行
き

届
く
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
医
療
安
全
管
理
室
は

ど
の
よ
う
な
業
務
を

　
　
　
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　
私
た
ち
が
医
療
を
行
う
時
に
患
者
さ

ん
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
職
員

一
人
ひ
と
り
が
正
確
な
知
識
や
技
術
を
も

ち
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
日
々
の
業
務
に
当
た
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
だ
け

で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
人
は
誰

で
も
エ
ラ
ー（
過
誤
、
失
敗
）
を
起
こ
す

も
の
」
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
で
き
る

だ
け
エ
ラ
ー
を
誘
発
し
な
い
環
境
や
、
起

こ
っ
た
エ
ラ
ー
を
教
訓
に
し
て
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
病

院
全
体
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
基
本
的
な
方
法
は
、
患
者
さ
ん

に
損
害
が
及
ば
な
い
程
度
の
小
さ
な
エ
ラ
ー

（
イ
ン
シ
デ
ン
ト
、
次
項
を
参
照
）
を
分

析
し
、
そ
の
延
長
上
に
起
こ
り
得
る
大
き

な
事
故
を
防
ぐ
仕
組
み
を
作
る
と
い
う
作

業
で
す
。
そ
し
て
そ
の
具
体
的
な
仕
組
み

は
、
病
院
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
内
部
環
境
が
異

な
っ
て
い
る
た
め
、
病
院
毎
に
作
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
次
に
当
院
の
医
療
安
全
管
理
室
が
行
っ

て
い
る
主
な
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
お
話

し
ま
す
。

◆
イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
の
情
報
、
分
析
、

事
故
予
防
策
・
再
発
防
止
策
の
立
案
と

提
案
：
イ
ン
シ
デ
ン
ト
と
は
、
患
者
さ
ん

に
傷
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
無
か
っ
た
も
の

の
、
日
常
診
療
の
現
場
で
ひ
や
り
と
し
た

り
は
っ
と
し
た
経
験
の
こ
と
で
す（
そ
の
た

め
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
報
告
と
も
呼
ば
れ
ま

す
）。
病
院
の
全
部
署
か
ら
そ
の
よ
う
な

事
例
が
起
こ
っ
た
時
に
報
告
書
を
提
出
し

て
も
ら
い
、
状
況
や
原
因
を
分
析
し
、
予

防
策
、
再
発
防
止
策
を
作
っ
て
職
員
全
体

に
提
案
し
ま
す
。

◆
事
故
予
防
策・
再
発
防
止
策
の
全
職
員

へ
の
周
知
と
評
価
、
改
訂
：
イ
ン
シ
デ
ン

ト
報
告
の
分
析
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
事

故
防
止
策
や
、
国
や
医
療
機
能
評
価
機
構

（
病
院
の
評
価
を
す
る
公
益
機
関
）
か
ら

定
期
的
も
し
く
は
緊
急
的
に
通
達
さ
れ
た

医
療
事
故
対
策
な
ど
を
、
院
内
ポ
ス
タ
ー

や
院
内
メ
ー
ル
、
電
子
カ
ル
テ
上
の
掲
示

板
、
職
員
向
け
電
子
掲
示
板（
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
）
な
ど
の
情
報
伝
達
ツ
ー
ル

を
使
っ
て
全
職
員
に
通
知
し
ま
す
。

◆
医
療
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
定
期

的
な
見
直
し
：
医
療
事
故
予
防
の
方
法

の
基
本
的
事
項
を
示
し
た
マニュ
ア
ル
を
作

成
し
、
実
情
に
合
わ
せ
て
定
期
的
に
見
直

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
医
療
安
全
に
か
か
る
職
員
の
啓
発
、

教
育
研
修
：
医
療
安
全
と
い
う
の
は
、
そ

れ
を
分
析
・
立
案
す
る
部
門
だ
け
が
活
動

し
て
い
れ
ば
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
全
体
に
医
療
安
全
の
意
識
や
知
識

が
浸
透
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
こ
と
で

す
。
現
在
、
当
院
に
は
非
常
勤
も
含
め
て

1
0
0
0
人
を
超
え
る
職
員
が
働
い
て
お

り
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
に
正
し
い
情
報
を

迅
速
に
届
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
前
述
し
た
様
々
な
情
報
伝
達
ツ
ー

ル
を
用
い
て
医
療
安
全
情
報
が
頻
繁
に

目
に
入
る
よ
う
な
方
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
に
数
回
の
院
内
大
研
修
会
や
毎

月
昼
時
に
お
弁
当
を
持
ち
寄
っ
て
聴
講
す

る
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
安
全
管
理
の
た
め
の
委
員
会
の
企

画
、
運
営
、
ま
た
は
サ
ポ
ー
ト
：
医
療

安
全
管
理
委
員
会
は
月
1
回
開
か
れ
る

経
営
幹
部
に
よ
る
伝
達
・
協
議
の
場
で
あ

り
、
そ
の
下
部
組
織
で
あ
り
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
医

療
安
全
管
理
部
会
で
討
議
さ
れ
た
内
容

を
病
院
と
し
て
承
認
し
、
推
進
し
て
い
ま

す
。
部
会
で
は
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
も
行
っ
て
医
療
安
全
環
境
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
管
理
室
で
は

定
期
的
に
安
全
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
い
て

問
題
点
の
早
期
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
院
内
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
：
医
療
安
全

管
理
室
メ
ン
バ
ー
と
訪
問
部
署
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
部
署
見
回
り

（
ラ
ウ
ン
ド
）
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
医

療
安
全
管
理
の
視
点
で
普
段
か
ら
現
場

に
目
を
配
り
、
不
備
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

事
故
を
予
防
で
き
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◆
医
療
安
全
相
談
室
：
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
か
ら
の
医
療
安
全
に
か
か
る
ご
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
付
は
外
来
の

医
事
課
窓
口
に
な
り
ま
す
。

３
医
療
安
全
活
動
の

目
標
は
何
で
す
か
？

　
患
者
さ
ん
が
入
院
中
や
通
院
中
に
医

療
事
故
に
よ
る
損
害
を
被
る
こ
と
が
無
く
、

安
全
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ

が
私
ど
も
の
最
大
の
目
標
で
す
。

　
医
療
事
故
は
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
も

の
で
す
が
、
元
々
医
療
と
い
う
も
の
に
は

様
々
な
危
険
が
伴
っ
て
い
る
た
め
、
何
も

対
策
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
つ
か
は
起
き
て

し
ま
う
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、「
人
は
、
エ
ラ
ー
を
起
こ
す
」
と
い

う
前
提
に
立
っ
て
、
様
々
な
事
故
防
止
策

を
何
重
に
も
張
り
巡
ら
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
医
療
安
全
対
策
に
近
道
や
万
能
薬

は
な
く
、マ
ス
目
を
一つ
ひ
と
つ
埋
め
て
い
く

よ
う
な
地
道
な
活
動
で
す
が
、
今
後
も
医

療
に
従
事
す
る
す
べ
て
の
職
員
が
患
者
さ

ん
の
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
そ
の
実
現

を
目
指
し
た
行
動
や
考
え
方
が
で
き
る
よ

う
に
、
安
全
文
化
の
醸
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 診療を支える部門紹介 

医療安全管理室
をご紹介します

安全カンファレンス

各部門安全パトロール

セーフティーマネージャーによる
グループワーク

【特集3】　医療安全管理室の紹介

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す ！ ！

　皆さん、病院には医療安全管理室という部署がある事をご存知でしょうか。ここは医療全般にわたっ
て患者さんの安全を守るために様々な仕組みを作ったり、職員教育を行ったりする部門で、現在では
病院の「医療の質」の確保のために欠かせない重要な組織となっています。
　医学の進歩は医療現場に高度な医療機器や難易度の高い処置・手術、使用に細心の注意が必要
な薬剤などの新しい診療技術をもたらし、それに伴って日常業務自体が複雑化・煩雑化してきた結果、
日本国内では 1999年頃から大きな医療事故が相次いで起こるようになりました。2002年、厚生労働省
は医療機関に対して、医療事故を予防し、発生した場合は速やかに対処できるように医療安全管理部
門を設置するように求め、各病院は医療安全管理体制をつくる運びとなりました。
　南部病院は 2007年 4月に医療安全管理室を設置しました。今回は、病院の医療安全管理とはどの
ようなものか、そして「患者さんが安心・安全に医療を受けられ、職員も安全に医療を提供できること」
を目標に掲げて活動している当管理室の業務内容について紹介いたします。

セーフティーマネージャー：各診療科、各病棟、薬剤部、中央放射線部、中央検査部など院内全部署
において選任され、医療安全にかかわる職場点検、業務改善、教育・指導、事故発生時の対応報告
などの業務に携わるスタッフであり、医療安全管理者・管理室の指示のもとに常時活動しています。

防災・防犯

総務課
災害担当
警備担当

苦情処理･医療訴訟

総務課
庶務担当

感染対策

[感染管理室]
感染管理部長
感染管理室長
担当事務職員

医療安全

[医療安全管理室]
医療安全管理部長
医療安全管理室長
担当事務職員

危機管理センター［センター長：副院長（統括医療安全管理者）］

統括医療安全管理者
甲斐 純夫

医療安全管理部長
川名 一朗

医療安全管理室長
土橋 道子 担当事務職員
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済生会横浜市南部病院では、患者さんの健康と安心を、
地域連携登録医及び病院の医師が、一緒に見守っていきます。

Vol.06

地域連携医療機関のご紹介
南部病院トピックス

　糖尿病とはインスリンというホルモンの作用が低下したため、体内に取
り入れられた栄養素がうまく利用されずに、血液中のブトウ糖（血糖）が多
くなっている状態です。インスリンの分泌そのものが不十分な場合もあれ
ば、特に肥満の方にみられるようにインスリン分泌は良くても細胞でのブド

ウ糖の取り込む効率が悪い場
合もあります。高血糖状態が
何年も続くと失明、透析導入、
足壊疽による下腿切断など、
生活の質を損なう合併症を起
こすことがあります。
　糖尿病は全ての国で増えて
おり、日本は糖尿病人口720
万人と世界でも10番目に糖尿
病が多い国です。
　毎年11月14日の世界糖尿
病デーに合わせて当院糖尿病
療養支援チームを中心に簡易
血糖測定やミニ講座を行い、
糖尿病について多くの方に
知ってもらうための啓発活動を
行っています。　

糖尿病・内分泌内科医長　
長田　潤　

●糖尿病教室
日時  毎月第２水曜日 午後1時30分～3時30分
場所  ４階　講義室A
受講方法  下記の問い合わせ先に１回ごと
の予約をして下さい。当日は外来会計で
会計を済ませて、領収書を会場の受付
で提示して下さい。　
費用  １回　1,080円（消費税込）
問合せ  当院栄養部

　　　  TEL 045-832-1111㈹

★平成26年度 第4期糖尿病教室

【第１回】
1/14(水）

① 糖尿病とは
② 食事療法の基本
③ 運動療法とは

【第２回】
2/4（水）

① 糖尿病の交換表の使い方
② 検査結果の見方
③ 薬物療法とは

【第３回】
3/11（水）

① 食生活の工夫
② 糖尿病と歯周病との関連
③カンバセーションマップの体験

●ひまわり会
「ひまわり会」は、昭和60年に設立された
糖尿病患者会です。糖尿病患者さんやご
家族の為の勉強会、調理実習、神奈川県
糖尿病協会主催のウォークラリーや講演会
等のさまざまな活動にご参加いただけます。
また、月刊糖尿病ライフ「さかえ」の定期
購読ができます。
入会方法  平日午前 9時～午後 5時
地下 1階 栄養部事務室で受付けます。

（申込書は内科外来にもあります） 
費用  年会費　4,000円

糖
尿
病
療
養
支
援
チ
ー
ム

簡
易
血
糖
測
定

糖
尿
病
予
防
ミ
ニ
講
座

11月14日は世界糖尿病デー

この機会にみなさんで、
糖尿病について考えてみませんか？

今年は11月13日に糖尿病イベントを開催しました

★ 南部病院糖尿病講座 ★　当院に通院中の患者さん以外でもご利用いただけます

10位 日本

9,629万人

6,685万人

2,578万人

1,162万人

912万人

902万人

759万人

728万人

723万人

721万人

勉強会終了後の食事会

港南台駅徒歩 2 分の内科クリニックです。
私は呼吸器専門医・指導医、アレルギー専
門医で、気管支喘息・COPD など呼吸器
疾患全般に対し、専門性の高い診療を心が
けています。また総合内科専門医、感染症
専門医・指導医として、高血圧・高脂血症
など基礎疾患を有する患者さんにも総合的
な診療を行っています。つらさや痛みが少
しでもやわらぐよう、スタッフ（受付・看護
師）全員で協力しながら取り組んでいます。

診療時間 月 火 水 木 金 土 日
09：00～12：00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／
15：00～18：00 ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／
18：00～19：00 ○ ／ ／ ／ ○ ／ ／

※休診日：日曜、祝日

当院は平成16 年に開院して早や10年にな
ります。「患者さんに学ぶ」 をモットーに
外来診療をしながら「運動器疾患は運動で
治す」を基本方針として整形外科的保存療
法を探求しています。整形外科全般の治療
はもちろんのこと、理学療法士による運動
療法を中心にスポーツ障害・慢性変形疾患
の治療を主に行っています。また、手術が
必要と思われる方や詳しい検査が必要と思
われる方は、レントゲンや身体所見により
早期診断をし、南部病院などの連携病院へ
紹介しています。

診療時間 月 火 水 木 金 土 日
09：00～12：30 ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／
14：30～18：30 ○ ○ ／ ○ ○ ／ ／

※初診の方は保険証を持参し、受付時間内に直接ご来院
　ください。（初診の方は予約サービスをご利用できません）

※再診の方は自動電話『０４５－８３０－６７０８』により
　当日の診察の順番を取ることができます。

港南区  やまばと内科
　 呼吸器クリニック
 内科   呼吸器内科   アレルギー科   循環器内科 

港南区  仲整形外科
 一般整形外科   スポーツ整形外科   リハビリテーション科 

〒234-0054 神奈川県横浜市港南区港南台4-20-2　☎ 045-836-3050
URL http://ｗｗｗ.myclinic.ne.jp/yamabato/pc/

〒234-0054 横浜市港南区港南台7-42-30 サンライズ港南台1Ｆ　☎045-830-6789
URL http://nakaseikeigeka.com/

地下鉄
上大岡駅 地下鉄

弘明寺駅

根岸線 洋光台駅港南台駅

旧鎌
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司
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鎌倉街道
向田橋

←至大船
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社会福祉法人　済生会横浜市南部病院恩賜
財団

〒234-8503 横浜市港南区港南台3-2-10　TEL：045-832-1111（代表）  FAX：045-832-8335
【発行人】　院長 今田敏夫　【編集】　南部病院広報委員会　【平成27年1月発行】

表紙写真
（駿河湾から見た富士山の初冠雪）
【撮影】総務課　高橋良介

＊ 南部病院からのお知らせ＊

平成27年1月から
皮膚科は

紹介外来制
になります。

皮膚科は近隣診療所等

との機能分担を

推進するために

紹介外来制となります。

皮膚科受診の際には

紹介状が必要となります

のでご注意ください。

ご理解とご協力を

お願いいたします。

済生会横浜市南部病院広報誌  【ご自由にお持ちください】

南部病院の
理念

Na n bu -Ma i l

良質な地域医療・救急医療による地域への貢献を目指しています

社会福祉法人　済生会横浜市南部病院恩賜
財団

私たちは、医療の質の向上をめざし、常に努力します
私たちは、患者さんの人格、意志を尊重します
私たちは、地域の要望に対応した医療・保健・福祉サービスの充実を図ります
私たちは、互いに信頼し、感謝する心で働きます

南部病院の
基本方針

良質な地域医療、救急医療による地域への貢献
他の医療機関との密接な連携と、患者さん中心の医療の実践
医療・保健・福祉サービスの総合的な提供
地域医療関係者及び職員の相互研鑚

◆
加
齢
に
伴
う  

せ
ぼ
ね  

の
病
気

◆
い
ろ
い
ろ
あ
る  

足
の
痛
み  

〜
外
反
母
趾
に
つ
い
て
〜

健
や
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に

南部病院と地域のふれあい
マガジ

ン

特
集 

2

6
ページ

南
部
病
院
の
が
ん
治
療
の
取
り
組
み

特
集 

3

8
ページ

診
療
を
支
え
る
医
療
安
全
管
理
室

特
集 

1

3
ページ

誌
上
市
民
公
開
講
座

2015.1
vol.8Winter

整
形
外
科
医
か
ら
の
お
話
し

"

"

"

"

編
集
後
記

大
雪
を
記
録
し
た
こ
の
冬
は
日
本
列
島
に
寒
気

が
居
座
り
春
が
来
る
の
か
心
配
に
な
り
ま
し
た

が
、
例
年
並
み
に
桜
も
咲
き
初
夏
と
言
わ
れ
る

５
月
に
な
り
ま
し
た
。
南
部
病
院
と
地
域
の
方

と
の
ふ
れ
あ
い
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
今
年
も
年
４

回
発
行
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
３
月
に

開
催
し
た
当
院
の
公
開
講
座
で
、
泌
尿
器
科
の

鈴
木
部
長
が「
お
し
っ
こ
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
」

と
非
常
に
ス
ト
レ
ー
ト
な
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し

た
。
市
民
の
関
心
も
高
く
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
こ
の
中
か
ら
前
立

腺
肥
大
症
に
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
、こ
の
中
か
ら
前
立
腺
肥
大
症
に
つ
い
て
『
誌

上
大
雪
南
部
病
院
と
地
域
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い

マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
今
年
も
年
４
回
発
行
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
３
月
に
開
催
し
た
当
院

の
公
開
講
座
で
、泌
尿
器
科
の
鈴
木
部
長
が「
お

し
っ
こ
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
」
と
非
常
に
ス
ト

レ
ー
ト
な
テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。
市
民
の

関
心
も
高
く
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
、
こ
の
中
か
ら
前
立
腺
肥
大
症
に

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
や
自
然
災
害
の
多
か
っ
た
昨
年
、

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
初
詣
に

出
か
け
家
族
の
健
康
と
平
穏
無
事
な
毎
日
で
あ

る
よ
う
に
祈
る
の
も
自
然
な
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
に
関
す
る
関
心
度
は
年
々
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
毎
日
の
よ

う
に
健
康
や
病
気
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
が
放

送
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
街
中
の
書
店
に

も
健
康
コ
ー
ナ
ー
の
一
角
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
そ

の
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
新
年
最
初
の
本
誌
も
整
形
外
科
医
師
が「
せ

ぼ
ね
」と「
外
反
母
趾
」に
つ
い
て
市
民
公
開
講
座

で
講
演
し
た
内
容
と
、南
部
病
院
の
が
ん
治
療
に

関
す
る
取
り
組
み
な
ど
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
の一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
穏
や
か
な

年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
、
本
年
も
皆

様
の
健
康
に
役
立
つ
情
報
と
南
部
病
院
の
現
状

を
お
知
ら
せ
す
る
広
報
誌
と
し
て「
な
ん
ぶ
メ
ー

ル
」
を
発
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イベント情報 1月・2月・3月★南部病院開催のイベント
お問い合わせ  経営企画課広報担当　TEL 045-832-1111（代）
 南部病院コンサート   場所  南部病院１階待合ホール

第141回 「ガールズグループコンサート」
※ゴスペル曲を中心にミュージカルからＪ-ＰＯＰまで
日時  １月17日（土）午後２時～３時　出演  「ガールズグループ」のみなさん

第142回「kotoグループさゞなみ」“春のコンサート”
※お琴と女性コーラスのコラボレーション他
日時  ２月21日（土）午後２時～３時
出演  kotoグループさゞ なみの皆さん他
※（３月の南部病院コンサートは病院行事のためお休みです）

★横浜市港南台地域ケアプラザ開催のイベント
お問い合わせ  TEL 045-834-3141  場所  港南台地域ケアプラザ 多目的ホール

 南部病院健康教室  下肢の血管病について
日時  ２月７日（土）　午後２時～３時30分
講師  南部病院 心臓血管・呼吸器外科　医長　沖山 信　定員  事前申込 ５０人

★横浜市能見台地域ケアプラザ開催のイベント
お問い合わせ  TEL 045-787-0991　場所  能見台地域ケアプラザ　多目的ホール

 医療講座  在宅における感染症対策～インフルエンザ・かいせん等の予防～
日時  1月29日（木）午後2時～午後3時30分
講師  済生会若草病院　副看護部長　沼田さつき　申込  開催日1週間前まで

★横浜市六浦地域ケアプラザ開催のイベント
お問い合わせ  TEL 045-786-8801　場所  六浦地域ケアプラザ　多目的ホール

 医療講座  「認知症にはならないぞ」
日時  1月27日(火) 　午後２時～３時30分
講師  横浜市六浦地域ケアプラザ 保健師　地引あらた
定員  40人程度　要予約

 私らしい終活講座  「最期迄自分らしく生きたい」
日時  2月17日（火）　午後２時～３時30分
　講師  NPO法人トータルライフサポート　竹内　司
　　　定員  40人程度　要予約

Q
予
約
時
間
が
決
ま
っ
て
い
て

も
、1

時
間
く
ら
い
の
遅
れ

が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
予
約
時

間
の
決
め
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
？

A
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
通
り
当
院
で
は
予
約
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

患
者
さ
ん
の
病
状
に
応
じ
て
診
療
内
容
が
変
わ
る
た
め
、
止
む

を
得
ず
予
約
時
間
内
に
診
察
が
終
わ
ら
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
待
ち
時
間
が
長
い

場
合
に
は
お
近
く
の
看
護
師
ま
た
は
事
務
員
に
診
察
状
況
を
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
今
後
予
約
時
間
に
関
す
る
案
内

を
掲
示
し
て
広
く
ご
理
解
を
求
め
て
い
く
と
同
時
に
、
診
療
予

約
時
間
枠
の
見
直
し
や
、
枠
に
入
り
切
れ
な
い
場
合
に
は
病
状

が
安
定
し
て
い
る
方
を
優
先
し
て
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
な
ど
の
対
策
も
検
討
し
、
待
ち
時
間
を
減

ら
せ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
院
内
・
院
外
と
も
に
禁
煙
な
の
で
、
と
て
も
気

持
ち
良
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
落
ち
着
い
て
待
つ
事

が
で
き
、
ま
た
落
ち
着
い
て
診
察
を
受
け
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
空
気
の
き
れ
い
な
病
院
と
い
う
の
は
快
適
で
本
当
に

素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

快
適
な
環
境
を
今
後
も
維
持
し
て
い
っ
て
下
さ
い
。

A
当
院
の
取
り
組
み
を
評
価
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
当
院
を
利
用
さ
れ
る
方
に
快
適
な
環
境

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
敷
地
内
の
全
面
禁
煙
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
の
で
、
大
変
光
栄
で
す
。
今
後
も
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
療
養
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

★南部病院市民公開講座★
肝臓病の診断と治療に関する講演
日時  2月21日（土）午後２時～4時（開場：午後1時30分）場所  横浜市磯子区役所７階会議室（ＪＲ磯子駅下車　徒歩３分）　　　　　　　　　　　　　　　肝臓病と生活習慣
（食事、運動、お酒など）

講師  南部病院消化器内科
　　 主任部長　川名 一朗　
　　　　　　　　　　　　　　　ウィルス性肝炎（Ｂ型肝炎、

Ｃ型肝炎）診断から治療まで講師  南部病院消化器内科
　　 部長　菱木　智
　　　　　　　　　　　　　　　定員  100人
申込方法  先着順、会場に直接ご来場くださいお問い合わせ  南部病院 地域医療連携室
　　　　  TEL 045-832-1111（代）　　　　  FAX 045-832-8340

講演
１

講演
2

入場
無料

kotoグループさゞ なみ

 

② 

感 

謝

 

① 

ご 

意 

見

Voice
皆さまの声


